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研究成果の概要（和文）：中東における政治・経済・外交の非公式の人的ネットワークを現地の文献・文書資料
の発掘と解読を通じて明らかにし、中東への日本の関与に関する官庁・企業の文書資料を発掘し、当事者へのオ
ーラル・ヒストリー記録の採取を行なった。成果は「日本経済外交史プロジェクト･オーラル資料編： イラン革
命と日系企業 第一冊 IJPC関係(2)」「日本経済外交史プロジェクト･オーラル資料編： イラン革命と日系企業 
第一冊 IJPC関係(3)： 永嶋達雄氏（元三井物産）」ケイワン・アブドリ編訳・解説（鈴木均監修）『抄訳　ハ
サン・ロウハーニー回顧録』、池内恵編『IJPC研究の現状と課題　資料の所在と公開状況』にまとめた。

研究成果の概要（英文）：In this research project, exploration on original materials and primary 
sources concerning political, economic and diplomatic networks in the Middle East has been 
extensively conducted. Oral history hearings are also conducted to Japanese officials and 
businessmen who were in charge of Middle East affairs.  During the period of this project, four 
working papers series are published from IDE-JETRO and RCAST U-Tokyo, including Japanese Companies 
Faced with the Iranian Revolution: The Case of IJPC, IDE-JETRO, 2015, Japanese Companies Faced with 
 the Iranian Revolution: Nagashima Tatsuo Oral History, IDE-JETRO, 2015, Satoshi Ikeuchi ed, State 
of the Art in the Studies on IJPC: Primary Sources and their Disclosures, RCAST University of Tokyo,
 March 2018 and Keivan Abdoly tr. and annotation, Abridged Translation of the Memoir of Hassan 
Rouwani, RCAST University of Tokyo,

研究分野：国際政治学

キーワード： イラン　国際政治　日本中東関係史　日本政治史　イラン革命　IJPC

  ４版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 中東と日本の間の外交・通商上の関係は、
これまで日本政治史でも、中東研究でも、深
く体系的に検討されたことが少なかった。本
研究では日本・中東間の関係に携わる政界・
官公庁・企業の人員の間の非公式のネットワ
ークを解明することで、日本・中東間の関係
の知られざる側面に光を当てることを目指
した。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、中東を中心にした政治・
経済・外交における非公式の国際的な人的ネ
ットワークを対象化することである。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は官公庁・私企業のアーカイブから
日本・中東間の関係に関する史資料を探索す
るとともに、オーラル・ヒストリーを重視し
た。 
 また、対中東経済外交の推進主体である官
庁および民間主体へのオーラル・ヒストリー
調査を中心に、経済外交の非公式ネットワー
クの実態を解明する作業を行った。また、石
油を中心とした中東の経済外交が行われる
世界的な中心は日本でも中東諸国でもなく
西欧、特に英国であることから、ロンドンを
拠点にした調査も行った。 
 特に、主要な研究分担者が総力を挙げて行
ったのは、経済産業省および総合商社の元幹
部への聞き取り調査である。1970 年代から
80 年代にかけて、日本の対イラン経済外交の
軸となった、IJPC（イラン・ジャパン・ペト
ロケミカル）について、政策的に援助した官
庁側の資料を収集するとともに、推進を行っ
た事業主体である総合商社の元幹部への聞
き取りを多く行った。 
 
４．研究成果 
 
 ３年間の研究プロジェクトは平成 28 年度
末で終了したが、成果物としての刊行に値す
る資料が多く発掘され、それらを手掛かりに
した今後の研究の展開が期待されることか
ら、追加的な成果報告書の刊行のために、１
年間の研究期間の延長を行い、平成２９年度
に追加の作業を実施した。 
 本研究の成果は、中東の政治・経済・外交
におけるネットワーク分析を踏まえた現状
と歴史の分析として『国際問題』『中東レビ
ュー』等の専門誌に掲載された論文として発
表されるとともに、プロジェクト期間を通
して逐次発表した４冊のワーキング・ペー
パー報告書にまとめられている。鈴木均編
「日本経済外交史プロジェクト･オーラル
資料編： イラン革命と日系企業 第一冊 
IJPC関係(2)」（日本貿易振興機構アジア経

済研究所、2015年）、鈴木均編「日本経済
外交史プロジェクト･オーラル資料編： イ
ラン革命と日系企業 第一冊 IJPC 関係
(3)： 永嶋達雄氏（元三井物産）」（日本貿
易振興機構アジア経済研究所、2015年）、
ケイワン・アブドリ編訳・解説（鈴木均監
修）『抄訳 ハサン・ロウハーニー回顧録』
（東京大学先端科学技術研究センター、
2018 年）、池内恵編『IJPC 研究の現状と
課題 資料の所在と公開状況』（東京大学先
端科学技術研究センター、2018年）。 
 本研究の成果の一つの特色は、ペルシア
語によるオーラル・ヒストリー記録の発掘
と、その分析と翻訳・抄訳による日本語で
の刊行である。本研究プロジェクトの調査
の結果、ペルシア語等で既に採取された、
それほど多くの目には触れられていないオ
ーラル・ヒストリー記録が、イラン革命前
の旧体制の要人についても、イラン革命後
の現体制の要人についても、いくつか存在
することが判明した。それらの一つ、革命
前にイラン国営石油（NIOC）の取締役と、
イラン石油化学(NPC)の社長兼会長を歴任
し、日本の三井物産との合弁企業である
IJPC に深く関わったバーレル・モストウ
フィー氏の、ペルシア語でのオーラル・ヒ
ストリー記録が、米国の The Foundation 
for Iranian Studiesによって採取されてい
たことが判明したため、そこから日本に関
係する部分を抄訳し、「バーゲル・モストウ
フィー氏インタビュー（翻訳）」として、本
研究プロジェクトの成果物の一冊である 
『イラン革命と日系企業 第一冊 IJPC
関係(2)』の一部として、平成 27年 3月に、
日本貿易振興機構アジア経済研究所から刊
行した。これはイランの要人が日本との外
交・エネルギー通商関係を結ぶ際に何を意
図していたのか、日本側には明かすことの
なかった真意を記録している。そのような
資料を発掘し、日本語で専門家によって閲
覧されることを可能にしたことは一つの学
的貢献であると考えられる。 
 また、イラン大統領であるハサン・ロウ
ハーニー（Ḥasan Rowḥānī 1948 年−；大統
領在職 2013 年− ）のオーラル・ヒスト
リー記録とされる『ハサン・ロウハーニー
博士の回顧録 イスラーム革命（1962 年〜
1979年） 第一巻』の生薬を刊行した。 
 そして、日本・中東の経済外交の歴史の
中で最も大きな案件の一つと言える、イラ
ン・ジャパン石油化学（IJPC）に関する史
資料の全体像と公開状況をまとめた池内恵
編『IJPC 研究の現状と課題 史料の所在
と公開状況』は日・イラン関係研究の現段
階の水準をまとめたもので、今後の研究の
手引きとなるだろう。 
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